
 試験研究成果普及情報  

［目的及び背景］  
 ブルーベリーの施設栽培の利点は、市場出荷では、収穫期の前進による有利販売や収穫労力の分
散、品質の向上、また摘み取りや直売では、開園期間の拡大や天候に左右されない摘み取りなどがあ
る。しかし、施設栽培は最近始められたもので、栽培方法は確立されていない。そこで、ハイブッシュブ
ルーベリーの無加温施設栽培について検討した。  
   
［成果内容］  
(1) 無加温パイプハウス（以下、施設という）の地植え栽培では、露地よりも新梢の発生本数が少くな
り、樹勢が衰える。また、収穫果数が少なく、果実が小さくなるため、収量が大幅に減少する（表１）。 

(2) 施設のボックス栽培（容量60リットル）では、露地よりも新梢の発生本数が多く、新梢が長くなり、樹
勢は衰えない。新梢当たりの花芽数は露地と同程度である。また、収穫果数が多くなるので、収量
が多くなる（表２）。  

(3) 施設の被覆を３月上旬から行うと、それ以前に被覆するのと同等な熟期促進効果が得られる（表
３）。  

   
［留意事項］   
(1) 土壌の乾燥により、新梢の先端が萎凋したり枯死しやすいので、十分に潅水を行う。  
(2) 施設内では花弁の脱落が悪く、また高湿になるため、灰色カビ病が発生しやすい。着果後は、施設
内の通風を良好にし、枝を揺らして花弁を落とす。  

(3) 品種により収穫期の前進効果が異なるので、品種の選択が重要である。  
   
［普及対象地域］  
 県下全域  
   
［行政上の措置］  
［普及状況］ 
 
 
 
 
［成果の概要］ 
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課題名：ハイブッシュブルーベリーの施設栽培

 
［要約］ハイブッシュブルーベリーの無加温施設栽培には、ボックス栽培が適しており、３月
上旬から被覆を行うことにより早期出荷が図れる。

 
ｷｰﾜｰﾄﾞ（専門区分）栽培      （研究対象）果樹類－ 他の果樹類 
   （ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ) ブルーベリー、ハイブッシュブルーベリー、施設栽培、ボックス栽培

 
実施機関名（主 査） 農業総合研究センター 生産技術部 果樹研究室 
     （協力機関） 
      （実施期間）１９９４年度～２０００年度 
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